
another story

　高野山の麓の活性化として、プロジェクトが開始されたのは
2018年。特に富貴地区は、耕作放棄地も多く、次代の担い手
もいなかった。しかし年間の平均気温が20度前後と涼しく、ホッ
プの栽培に適していたこともあり栽培を始め、2018年にはクラ
フトビール〝天空般若〟の試作品ができあがった。その後、徐々
にホップの収量が増え2020年には〝宿坊に泊まらないと飲めな
いビール〟として販売を開始。また期間限定で、ふるさと納税の
返礼品としても登録しているという。今後はホップの栽培を確立
することで新規就農者を呼び込み、さらなる高野山麓地域の活
性化を目指している。

丹生都比売神社
住所／伊都郡かつらぎ町上天野230
電話／0736-26-0102

株式会社三ツ星ファーム
住所／橋本市高野口町名古曽180-3
電話／0736-25-7000

Cafe客殿
住所／伊都郡かつらぎ町上天野１４０
電話／0736-26-0372

里庵松下商店
住所／伊都郡かつらぎ町下天野９２０
電話／0736-26-0040

ご祭神である丹生都比売大神は、天照大神の妹神であるといわ
れている。空海は高野山を開山するにあたり、まず壇上伽藍に
丹生都比売大神を祀った。こうしたことから日本における神仏
習合の始まりの地ともいわれている

〝天空般若〟の特徴は、なんといってもフ
レッシュなホップをたっぷり使用している
こと。香りはフルーティーで、女性でも飲
みやすいように、麦汁を濃くして少し甘く
仕上げられている。2018年から毎年、雑事
登として金剛峯寺に奉納されている。

ホップとはアサ科の
つる性の多年草植物
で、ビールに苦みや
香りを与え泡持ちを
良くし、雑菌の繁殖
を抑えるビール造り
の原料として欠かせ
ない。
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高野山と縁が深い
天野に鎮座する農耕の神
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０
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。

　

天
野
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
目
の
前
に
広

が
る
天
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の
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一
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踏
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れ
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感
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、台
風
や

大
雨
、強
風
な
ど
気
象
災
害
の
被
害
が
少
な

か
っ
た
時
は
、〝
丹
生
都
比
売
の
神
様
〟の
力
を

感
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で
作
ら

れ
る
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ま
た
朝
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の
寒
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激
し
く
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中
は

太
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作
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に
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と
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の
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澄
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が
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に
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フ
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を
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で
ん殿ひ

か
り

さ
ん
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こ
の
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で
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母
が
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白
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の
味
が
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、６
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に
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番
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来
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味
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を
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れ
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む
す
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〟で

す
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と
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う
地
域
で
作
ら
れ
る
希
少
な

お
米
は
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味
し
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と
人
気
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と
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れ
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し
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あ
る
と
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う
。

　

神
仏
に
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げ
ら
れ
る
天
野
米
は
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山
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豊
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自
然
に
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ま
れ
、濃
厚
な
生
命
力
に

満
ち
て
い
る
。

松下さんが収穫した〝天野米〟はプレミア
和歌山にも登録されており、天野の里庵で
購入することができる。

丹生都比売神社近くにある古民家カ
フェではランチで天野米の美味しさを
堪能できる。塩おむすびや白米のご飯
はシンプルながらも絶品。

07   nagomi  nagomi   0607   nagomi  nagomi   06


